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社会福祉協議会だより

№298
平成26年2月5日

ささ
かかかかかかかいい

みみみみみ なななななとと

まつぼっくり事業所　様 鳥取西部農協女性会境港支部　様 山陰中央新報社　様

　境港市障がい児（者）育成会が１月２２日に浜の里にて、行政や境港市社会福祉協議会などの関係
団体が参加し、意見交換会（新年研修会）を行いました。「親の面倒を見ながら障がいのある子ども
も見なければならない。」「自分が亡くなった後の子どもの事を思うと、なんとかしたいがどうした
らよいかわからない。手を差し伸べてほしい。」との切実な声があがっていました。境港市社会福祉
協議会では来年度も皆様からの会費・寄付金等を財源として障がい者団体の支援を行う予定です。協議会では来年度も皆様からの会費・寄付金等を財源として障がい者団体の支援を行う予定です。

＝境港市障がい児（者）育成会意見交換会＝境港市障がい児（者）育成会意見交換会

●３月の相談日
／お知らせ／善意銀行業務報告
／ちょっと一息

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●一般寄付・香典返しご寄付芳名録
／介護保険事業廃止について

・・・・・・・・・・・・・・・・

●境港市社会福祉協議会
第２５期新役員の紹介

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●今年度の福祉モニター会議について、
いただいたご意見ご要望を報告します

・・・・・・・・・・・・・・

主な内容



境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会

　境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
理
事
会
を
執
行
機
関
、
監
事
を
監
査
役
、
評
議
員
会
を
重
要
事
項
に

つ
い
て
議
決
す
る
機
関
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
、
監
事
、
評

議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
第
２
５
期
役
員
と
し
て
次
の
み
な
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し

ま
す
。 

（
以
下
敬
称
略
）

理
事
（
15
名
）・
監
事
（
２
名
）

﹇
順
不
同
﹈

任期
平
成
26
年
１
月
28
日
〜

　
　
　平
成
28
年
１
月
27
日

高
木
敏
行

就
任
ご
あ
い
さ
つ

　こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、会
長
の
再
任
を
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
２
期
目
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
与
え
ら
れ
た
使
命
と
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
１
期
２
年
間
の
経
験
に
基
づ
き
、
市
民
の

皆
様
の
目
に
見
え
る
活
動
を
通
じ
て
信
頼
さ
れ
る
協
議
会
で
あ

り
続
け
た
い
と
覚
悟
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　本

協
議
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
職
員
一
同
一
致
団
結
し
、
粉
骨
砕
身
の
努
力
を
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
。

長
栄
善
二
郎 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
連
絡
会
：
境
地
区
社
協
）

前
田
忠
彦 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
連
絡
会
：
上
道
地
区
社
協
）

小
林

　豊 （
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
連
絡
会
：
誠
道
地
区
社
協
）

永
井

　俊 （
境
港
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：
中
浜
地
区
民
協
）

門
脇
眞
澄 

（
福
祉
団
体
：
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

権
田
淳
一 

（
境
港
市
自
治
連
合
会
：
誠
道
地
区
自
治
連
）

足
立
利
昭 

（
境
港
市
自
治
連
合
会
：
上
道
地
区
自
治
連
）

松
原
保
雄 

（
境
港
市
保
育
協
議
会
：
栴
檀
保
育
園
）

荒
井
祐
二 

（
老
人
福
祉
施
設
：
さ
か
い
幸
朋
苑
）

佐
々
木
史
郎 

（
行
政
機
関
：
境
港
市
）

景
山
久
則 

（
学
識
経
験
者
）

永
井
忠
志

（
境
港
市
自
治
連
合
会
）

門
脇
哲
也

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

 

長
連
絡
会
）

北
野
洋
子

（
境
港
市
民
生
委
員
児
童

 

委
員
協
議
会
）

（
学
識
経
験
者
）

任
期
：
平
成
26
年
１
月
18
日

　
　〜
平
成
28
年
１
月
17
日

柏
木
好
輝
（
境
港
市
保
育
協
議
会
：
育
成
保
育
園
）

池
田
直
人
（
済
生
会
境
港
総
合
病
院
）

足
立
博
文
（
知
的
障
が
い
者
施
設
：

ま
つ
ぼ
っ
く
り
事
業
所
）

宮
廻
洋
子
（
身
体
障
が
い
者
療
護
施
設
：
光
洋
の
里
）

遠
藤

　勲
（
老
人
福
祉
施
設
：
境
港
福
祉
会
）

松
本
紀
和
子
（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：

渡
地
区
民
協
）

柏
木
咲
子
（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：

外
江
地
区
民
協
）

渡
辺
は
る
み
（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：

境
地
区
民
協
）

遠
藤
博
江
（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：

上
道
地
区
民
協
）

成
本
幸
一
（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：

余
子
地
区
民
協
）

松
田
勝
子
（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：

誠
道
地
区
民
協
）

松
本
正
子
（
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
：

中
浜
地
区
民
協
）

浜
田
脩
吾
（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
連
絡
会

：
外
江
地
区
社
協
）

景
山
拓
一
（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
連
絡
会

：
余
子
地
区
社
協
）

松
本

　功
（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
連
絡
会

：
中
浜
地
区
社
協
）

池
淵
美
津
子
（
社
会
福
祉
奉
仕
者
：
な
ぎ
さ
会
）

能
見
喜
代
子
（
社
会
福
祉
奉
仕
者
：

境
港
市
赤
十
字
奉
仕
団
）

植
田
建
造
（
社
会
福
祉
奉
仕
者
：
境
港
市
民
総
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

阿
部
英
治
（
関
係
行
政
機
関
：
境
港
市
）

角
本
洋
介
（
境
港
市
自
治
連
合
会
：渡

地
区
自
治
連
）

門
脇
英
隆
（
境
港
市
自
治
連
合
会
：

外
江
地
区
自
治
連
）

松
本

　彰
（
境
港
市
自
治
連
合
会
：境

地
区
自
治
連
）

佐
々
木
積
弘
（
境
港
市
自
治
連
合
会
：

余
子
地
区
自
治
連
）

西
尾
孝
行
（
境
港
市
障
が
い
児（
者
）育
成
会
）

中
井
タ
キ
子
（
境
港
市
連
合
母
子
会
）

本
池
平
二
（
境
港
市
小
学
校
校
長
会
：上

道
小
学
校
）

築
谷
浩
明
（
境
港
市
中
学
校
校
長
教
頭
会
：

境
第
一
中
学
校
）

池
淵

　博
（
公
民
館
連
絡
協
議
会
：
上
道
公
民
館
）

川
口
昭
一
（
境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

湯
越
高
志
（
境
港
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
）

阿
部
幸
夫
（
境
港
保
護
区
保
護
司
会
）

岩
間
悦
子
（
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
）

屋
敷

　明
（
学
識
経
験
者
：

鳥
取
西
部
農
協
中
浜
支
所
）

柏
木
祥
二
（
学
識
経
験
者
：
境
港
商
工
会
議
所
）

〈
順
不
同
〉

松
本
正
福 

（
会
計
経
理
に
精
通
す
る
者
）

門
脇
重
仁 

（
社
会
福
祉
に
造
詣
が
深
く
社
協
の
運
営
や
事
業
に

  

理
解
の
あ
る
者
）

■こだま 2こだま■3



貧
し
か
っ
た
あ
の
時
代

　
昭
和
三
十
年
頃
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
子
ど

も
が
三
〜
四
人
は
い
て
、
元
気
に
外
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
も
ゲ
ー
ム
機
も
な
い
時
代
の
遊
び

と
い
え
ば
、
男
の
子
は
メ
ン
コ
・
ベ
ー
ゴ
マ
・

ビ
ー
玉
・
三
角
ベ
ー
ス
。
女
の
子
は
お
は
じ

き
・
お
手
玉
・
ゴ
ム
縄
と
び
な
ど
集
団
的
な

遊
び
で
し
た
。

　
総
じ
て
ど
こ
の
家
庭
も
貧
乏
で
、
生
活
は

質
素
な
も
の
で
し
た
。

　
家
電
は
ま
だ
普
及
せ
ず
、
薪
を
使
う
か
ま

ど
で
飯
を
炊
き
、風
呂
は「
五
右
衛
門
風
呂
」。

冬
の
暖
房
は
炭
火
コ
タ
ツ
と
火
鉢
が
主
流

で
、
マ
ッ
チ
と
新
聞
紙
で
火
を
お
こ
し
、
火

吹
き
竹
で
火
勢
を
強
め
て
い
ま
し
た
。

　
洗
濯
は
タ
ラ
イ
と
洗
濯
板
。
こ
の
洗
濯
板

は
現
在
某
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。　

あ
の
頃
か
ら
六
十
年
、
世
の
中
変
わ
り
ま

し
た
ね
。
現
在
の
私
た
ち
は
恵
ま
れ
す
ぎ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
五
十
年
後
は
ど
の
よ
う
に
変

化
、
進
化
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ

っ
と
の
ぞ
い
て
み
た
く
な
り
ま
す
ね
。

　
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
委
員

池

　
久
満
太
（
七
十
五
歳
）

ち
ょっと　

一
息

ひ
と
い
き

有
料
広
告

広告を募集しています　！広告を募集しています　
　会社名やサービス内容・商品等のPR
を「こだま」に掲載しませんか？
　５㎝×９㎝の枠で 1回の掲載につき
5,000円の広告掲載料になります。

（協賛いただきました広告掲載料は、発行経費の一部
 に充当させていただきます。）

！

お 知 ら せ
★★編み物教室開催★★

日　時 毎月２回
第２・４水曜日
（初回 ２月26日）

参加費 材料費

講　師 濱田 美智子 氏

申込先 浜の里
TEL 45-2468 まで

場　所 浜の里 会議室
定　員 １０名

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題
（3月は第2金曜日）

3月14日
１３：００

～

１６：００

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（3月は第1・第4金曜日） 3月7日、28日
１３：３０

～

１５：３０要予約

◦法律相談は予約制ですので 事前に予約してください。
※なお、法律相談は初回の方を優先します。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（毎月第2木曜日） 3月13日

１３：００

～

１６：００行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

3月14日

☎４５–６１１６
境港市社会福祉協議会

人権相談：
　鳥取地方法務局
　米子支局
　☎22-6161

行政相談：
　鳥取行政評価事務所
　行政相談課
　☎0857-24-5542

問合せ先

（平成25年12月16日～平成26年1月15日）

善意銀行業務報告

預託
の部

月 品　　　名 預託者

１2 大山水系こしひかり
� ４点

鳥取県西部農協女
性会境港支部一同

払出
の部

月 品　　　名 払出先

１2 大山水系こしひかり
� ４点

各地区社会福
祉協議会へ　

（敬称略）

社
協　

平
成
二
十
五
年

度
実
施
し
た
事
業
全
般

に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー

の
皆
さ
ま
の
市
民
目
線

で
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
境
港
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
地

域
福
祉
事
業
に
対
し
評
価
を

い
た
だ
き
、
そ
の
評
価
を
平

成
二
十
六
年
度
事
業
に
反
映

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

モ
ニ
タ
ー

　「就
学
前
児
童
図
書

贈
呈
式
」
に
出
席
し
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
い
へ
ん
良
い
事
業
な

の
で
今
後
も
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー

　五
月
に
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い

の
家
援
助
員
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講

座
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
の
善
家

佳
子
先
生
は
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く

「
地
域
で
使
え
る
高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

社
協　

平
成
十
六
年
度
か
ら
続
く
こ
の

事
業
も
、
各
施
設
に
贈
呈
し
た
児
童
図

書
は
二
，
四
八
〇
冊
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
共
同
募
金

の
配
分
金
を
受
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
続
け
て

予
防
教
室
」
な
ど
の
援
助
員
・
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
対
象
に
「
現
場
で

使
え
る
演
目
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
の

声
を
受
け
、
講
師
を
迎
え
て
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ふ

れ
あ
い
の
家
」
事
業
は
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
社
協
会
費
や
香
典
返
し
な
ど

の
寄
付
金
の
中
か
ら
運
営
費
な
ど
を
捻

出
し
、
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委

託
し
て
お
り
ま
す
。

モ
ニ

タ
ー

　「夢
み
な
と
子
ど
も
ま
つ
り
」

の
予
算
額
が
昨
年
よ
り
増
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
事
業

費
を
増
額
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

モ
ニ

タ
ー

　七
十
五
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と

八
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
に
、
急
な
入
院

や
避
難
な
ど
、
い
ざ
と
い

い
け
る
よ
う
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

社
協　

こ
の
講
座
は
各
地
域
で
実
施
し

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
の
家
」「
認
知
症

モ
ニ
タ
ー

　「敬
老
会
」
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
晴
れ
が
ま

し
い
顔
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高

齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
今
後
も

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
協　
「
敬
老
会
事
業
」
も
同
じ
く
社

協
会
費
や
共
同
募
金
配
分
金
、
香
典
返

し
等
の
寄
付
金
を
財
源
と
し
各
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
と
共
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
準
備
な
ど

協
力
さ
れ
る
方
々
の
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
る
と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
こ
の
事
業
を
続
け
て
い
け
る
よ

社
協　

毎
年
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
の
事
業
で
す

が
、
来
年
度
は
ポ
ス
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト

を
市
内
の
子
ど
も
た
ち
へ
募
集
す
る
よ

う
考
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
事
業
も
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
共
同
募
金
の
配
分

金
や
寄
付
金
に
よ
っ
て
実

施
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

社
協　

実
施
に
向
け
て
内
部
で
協
議
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
も
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
や

共
同
募
金
、
香
典
返
し
な
ど
を
活
用
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

社
協　

多
く
の
住
民
の
声
を
取
り
入
れ
、
各
地
区

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
話
し
合
い
を
大
切
に
し
、
地
域
福
祉
事
業
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 う

時
に
備
え
日
用
品
や
衣
類
な
ど
必
要

な
も
の
を
入
れ
て
お
く「
あ
ん
し
ん
箱
」

を
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
緊
急
時
に

持
ち
出
し
や
す
い
リ
ュ
ッ
ク
や
バ
ッ
グ

等
に
変
更
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

う
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願

い
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

★心配なこと、困っていること、何でもOK!
　悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

ふれあい総合相談センター

会場：浜の里〔老人福祉センター〕です。
の相談日３月
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　平成12年4月1日から境港市社会福祉協議会で行っております、居宅介護支援事

業所及び福祉用具貸与・販売事業所をご利用いただきありがとうございます。

　この度境港市社会福祉協議会では、諸般の事情により、福祉用具貸与・販売事業

所につきましては平成26年2月28日を以て、居宅介護支援事業所につきましては平

成26年3月31日を以て事業所を廃止することといたしました。

　市民の皆様には多大なるご迷惑をお掛けすることとなりますが、何卒ご理解いた

だきますよう宜しくお願いいたします。

　今後も境港市民の福祉向上のために、職員一丸となって福祉事業の推進を図って

参る所存でありますので、何卒宜しくお願いいたします。

境港市社会福祉協議会  会長  高 木 敏行
平成26年2月吉日

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

12.16
17
18
18
18
20
24
26
26

30，000
20，000
30，000
30，000
50，000
30，000
50，000
100，000
30，000

⻆ 　 茂 雄
武 良 勇 次
薮内かづえ
遠 藤 武 俊
遠 藤 幸 子
阿部美登志
堀 田 啓 二
渡 部 　 昶
安 田 茂 久

⻆ 　 正 美
武 良 広 則
薮 内 勘 一
遠 藤 和 子
遠 藤 道 夫
阿 部 利 美
堀 田 　 豊
渡 部 瑞 子
安 田 省 吾

明 治 町
美 保 町
外 江 町
上 道 町
上 道 町
高 松 町
中 野 町
日 ノ 出 町
幸 神 町

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、境港市社会福祉協議会（浜の里・竹内町老人福祉センター東側）、または境
港市役所（福祉課）で取扱っています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

12.27
27
27

1. 6
6
8
9
9

10

30，000
30，000
30，000
30，000
70，000
30，000
50，000
50，000
30，000

細 田 　 茂
竹内富士枝
角 　 直 子
中 村 純 一
門永萬亀子
田 中 正 男
山本不二子
足 立 洋 子
渡 部 善 行

細 田 啓 二
竹 内 　 栄
角 　 宏 一
中 村 淳 子
門 永 晴 夫
田 中 節 子
山 本 　 達
足 立 俊 文
渡 部 栄 治

渡 町
外 江 町
財 ノ 木 町
高 松 町
上 道 町
麦 垣 町
湊 町
幸 神 町
渡 町

（平成25年12月16日～平成26年 1 月15日） （敬称略）香典返しご寄付芳名録

こころ温まるご寄付をいただき ありがとうございました
（敬称略）

月日 金額（円） 氏　　　　　名 摘　　　　　要

12.19 373，000 山陰中央新報社　社長 森脇徹男 社会福祉基金へ（第28回境港市民余芸大会の収益金）

一　般　寄　付（平成25年12月16日～平成26年 1 月15日）

【確定申告での寄付金控除について】今年も還付申告が始まっております。２月17日から３月17日までは確定申告が行われま
す。昨年１月１日から12月31日までにご寄付いただきました寄付金は所得控除ができますので、本協議会からお渡しした「寄
付金の領収証」を添付し、確定申告を行ってください。
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